
　1616（元
げん

和
な

2）年、江戸幕府初代将軍の徳
とくがわいえやす

川家康が亡くなった。家康

は、「東
とう

照
しょう

大
だいごんげん

権現」の神号を与えられ、徳川秀
ひでただ

忠・徳川家
いえみつ

光により、日

光に東
とう

照
しょう

宮
ぐう

が造営された。1636（寛
かんえい

永13）年完成したことで、幕府の

権威の安定化とともに、人々の信仰を集めた。鳥取でも、1648（慶
けいあん

安元）

年に藩主としてお国入りした池
いけ

田
だ

光
みつなか

仲が幕府に東照宮の勧
かん

請
じょう

を願い出

た（『新鳥取県史資料編　近世6　因
いん

府
ぷ

歴
れきねんだいざっ

年大雑集
しゅう

』1-44）。幕府の老
ろう

中
じゅう

（首
しゅ

座
ざ

）であった松
まつ

平
だいら

伊
い ず

豆守
のかみ

（松平信
のぶつな

綱）らが連名し許可を発給してい

る。『因府歴年大雑集』には、この資料のほか、造営（1-50）、遷
せんぐう

宮＊（1-

53）、祭礼（1-58）などに関する資料も記録

されている。　

　本資料は東照宮への寄進物として、参

道に並
な め し

石灯
とうろう

籠や手
ちょう

水
ず

鉢
ばち

、現存している

『三
さんじゅうろっか

十六歌仙
せんがく

額＊』（県指定保護文化財）に関

する記載がみられる。これは、寛永期の文

化を代表する幕府の御用絵師、狩
かのう

野探
たんゆう

幽の

作品である。東照宮もまた霊
れい

廟
びょう

建
けんちく

築として

権
ごんげん

現造
づくり

が用いられており、鳥取も文化の影

響を受けていたことがわかる。鳥取藩と幕

府のつながりを示す重要な文化財である。

（担当：花原慧史）
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遷宮：ご神体を本殿に移すこと。
三十六歌仙：平安時代の和歌の名人36人の総称。

鳥取東照宮の社殿（鳥取市上町） ★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。
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あり

原
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業
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（鳥取東照宮蔵）★

池田光仲肖像（鳥取県立博物館蔵）★
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